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●
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
か
つ
規

約
な
ど
を
有
し
、
市
内
で
活
動
し

て
い
る
団
体

●
対
象
事
業　

加
賀
市
・
砺
波
市

が
主
催
ま
た
は
共
催
す
る
交
流
企

画
な
ど
に
参
加
す
る
事
業

●
補
助
額　

交
通
費
な
ど
の
経
費

の
半
額（
上
限　

万
円
）

１０

●
申
し
込
み　

団
体
名
、
会
員
名

簿
、
活
動
内
容
の
分
か
る
も
の
の

ほ
か
、
交
流
事
業
の
計
画
書
お
よ

び
予
算
書（
様
式
は
自
由
）を
５
月

　

日�
〜
６
月　

日�
ま
で
に
市

１５

１６

民
活
動
課
へ

※
提
出
さ
れ
た
書
類
な
ど
を
審
査

し
、
６
月
末
ま
で
に
結
果
を
通

知
し
ま
す
。
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■
基
本
理
念

　
�
�
��
�
��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
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�
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�
�
�

■
推
進
期
間

　
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
��

■
基
本
方
針

●
知
る
、
考
え
る　

市
民
一
人
ひ

と
り
が「
食
」と「
農
」を
体
験
し
て

学
ぶ

●
育
て
る　

日
ご
ろ
か
ら「
農
」を

楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
人
づ
く
り

●
ふ
れ
あ
い
・
交
流　
「
農
」を
介

し
た
市
民
の
身
近
な
ふ
れ
あ
い
と

交
流
促
進

●
つ
な
ぐ　

次
世
代
へ
継
承
す
る

た
め
の「
農
」に
満
ち
た
環
境
づ
く
り

■
基
本
的
な
施
策

●「
農
」を
知
り「
食
」を
学
ぶ
〜
ア

グ
リ
ラ
イ
フ
の
普
及
と「
食
」・「
農
」

の
体
験
〜

①
安
城
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
構
想
の
情

　

報
発
信

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ『
市
民
楽
農 
倶 ク

　
 
楽 
部
   

』の
開
設

ラ 

ブ

②「
食
」と「
農
」に
ふ
れ
る
機
会
の

　

創
出

�
ア
ン
・
ジ
ョ
ー
米
米
フ
ェ
ス
テ

　

ィ
バ
ル

�
市
民
活
動
団
体
な
ど
に
よ
る
農

　

業
体
験
事
業

�
子
ど
も
の
食
農
学
習

�
「
農
」体
験
ツ
ア
ー（
ア
グ
リ
ツ

　

ー
リ
ズ
ム
・
バ
ス
）

�
『
水
の
か
ん
き
ょ
う 
楽  
校 
』プ
ロ

が
っ 
こ
う

　

グ
ラ
ム

�
県
立
安
城
農
林
高
等
学
校
に
お

　

け
る
学
校
開
放
講
座

③「
食
」と「
農
」へ
の
理
解
促
進

��
 
楽  
農  
人 �
の
認
定

ら
く 
の
う 
び
と

�
楽
農
リ
ー
ダ
ー
の
出
前
講
座

●「
農
」を
楽
し
む
人
づ
く
り
〜
ア

グ
リ
ラ
イ
フ
を
支
え
る
人
づ
く
り

の
た
め
の
拠
点
を
創
設
〜

①�
楽
農
人�
の
育
成

�
栽
培
技
術
研
修「�
楽
農
人�
入

門
コ
ー
ス
」「�
楽
農
人�
実
践
コ

ー
ス
」

②�
楽
農
人�
を
育
て
る
人
づ
く
り

�
楽
農
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

�
楽
農
リ
ー
ダ
ー
登
録
制
度

③「
農
」を
応
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り

�
援
農
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

●「
農
」を
介
し
た
交
流
促
進
〜
地

域
分
散
型
の
市
民
農
園
の
拡
充
を

支
援
〜

①
身
近
な
市
民
農
園
の
整
備
促
進

�
市
民
農
園
の
開
設
・
運
営
支
援

�
多
様
な
形
態
の
市
民
農
園
の
展

　

開
②
市
民
と
農
業
者
の
交
流
促
進

�
地
域
交
流
事
業
の
開
催

③
市
民
農
園
の
持
続
的
な
事
業
展
開

�
市
民
農
園
運
営
組
織
の
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
化

●
安
城
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
構
想
推
進

拠
点
の
整
備

�
（
仮
）食
農
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

の
整
備

問
い
合
わ
せ
▼
農
務
課

「
農
」を
生
か
し
て
環
境
首
都
へ

安
城
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
構
想
を
策
定

加
賀
市
・
砺
波
市
と

交
流
す
る
団
体
を
募
集

富山県砺波市 水車苑富山県砺波市　水車苑

石川県加賀市 菖蒲湯まつり石川県加賀市　菖蒲湯まつり

問
い
合
わ
せ
▼

市
民
活
動
課
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①
出
産
・
転
入
後
ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
人

②
前
年
に
所
得
制
限
で
支
給
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
人

③
退
職
後
、
厚
生
年
金
に
再
加
入

し
た
人

●
対
象　

小
学
校
６
年
生
ま
で
の

児
童
を
養
育
し
、
平
成　

年
分
の

１９

所
得
が
制
限
額
未
満
の
人（
左
表

参
照
）

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
手
当
月
額　

３
歳
未
満�

一
律

月
額
１
万
円
、
３
歳
以
上�

第
１

子
・
第
２
子
／
月
額
５
千
円
、
第

３
子
以
降
／
月
額
１
万
円

●
支
給
方
法　

申
請
の
翌
月
分
か

ら
対
象
と
な
り
、
支
払
い
は
年
３

回（
２
月
・
６
月
・　

月
）ま
と
め

１０

て
指
定
の
口
座
へ
振

り
込
み

●
持
ち
物

①
認
め
印

②
養
育
者
名
義
の
振

込
口
座
の
分
か
る

も
の（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
除
く
）

③
平
成　

年
度
児
童

２０

手
当
用
所
得
証
明

書（
平
成　

年
１

２０

月
２
日
以
降
に
転

入
し
た
人
の
み
）

④
健
康
保
険
証

■
該
当
す
る
か
確
認

を●
給
与
所
得
の
み
の

人　

源
泉
徴
収
票
の

●所得制限額表
主たる生計者の所得と現在の加入年金の状況で判断してください。

【特例給付】
厚生年金・　　　
共済年金加入の人

【児童手当】
国民年金・厚生年金・共済年
金加入の人、年金未加入の人

扶養親族
数※

４，６８０，０００円（以上）～
５，４００，０００円（未満）　

４，６８０，０００円（未満）０人

５，０６０，０００円（以上）～
５，７８０，０００円（未満）　

５，０６０，０００円（未満）１人

５，４４０，０００円（以上）～
６，１６０，０００円（未満）　

５，４４０，０００円（未満）２人

１人増すごとに３８万円加算１人増すごとに３８万円加算３人以上

※扶養親族数は、控除対象配偶者を含みます。社会保険料控除８万
円は加算済みです。

「
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
」を
確

認
し
て
く
だ
さ
い

●
確
定
申
告
を
し
た
人　

確
定
申

告
書（
控
）の
次
の
金
額
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書
Ａ
で

申
告�

所
得
金
額
合
計
欄「
合
計

⑤
」、確
定
申
告
書
Ｂ
で
申
告�

所

得
金
額
合
計
欄「
合
計
⑨
」

　

た
だ
し
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、

所
得
金
額
か
ら
控
除
し
て
く
だ
さ
い
。

①
雑
損
・
医
療
費
・
小
規
模
企
業

共
済
等
掛
金
控
除�

申
告
額
が

控
除
で
き
ま
す
。

②
障
害
者
、
寡
婦
、
寡
夫
、
勤
労

学
生
控
除�

　

万
円

２７

③
寡
婦
控
除（
特
定
）�

　

万
円

３５

④
特
別
障
害
者
控
除�

　

万
円

４０

⑤
老
人
扶
養（　

歳
以
上
）控
除�

７０

６
万
円

※
②
④
の
障
害
者
お
よ
び
特
別
障

害
者
控
除
は
、
本
人
お
よ
び
扶

養
親
族
が
対
象
で
す
。

※
③
は
、
扶
養
親
族
と
な
る
子
が

あ
り
合
計
所
得
金
額
が　

万
円

５００

以
下
の
場
合
が
対
象
で
す
。

※
損
失
な
ど
が
あ
る
人
は
、
子
ど

も
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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●
場
所　

市
民
課
、
南
部
・

桜
井
支
所
、
北
部
出
張
所

●
窓
口
に
来
た
人
の
本
人

確
認　

次
の
①
②
の
い
ず

れ
か

①
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

写
真
付
き
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
な
ど
、
顔
写

真
付
き
官
公
庁
発
行
の

本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
の
う
ち
１
点

②
顔
写
真
無
し
の
本
人
確
認
書
類

（
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
各

種
医
療
証
な
ど
）の
う
ち
２
点

●
本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
親
族

が
請
求
す
る
場
合　

前
記
本
人
確

認
の
み

●
別
の
世
帯
の
親
族
が
申
請
す
る

場
合　

前
記
本
人
確
認
と
委
任
状

※
住
所
が
同
じ
で
も
、
住
民
票
上

で
別
世
帯
の
場
合
を
含
み
ま
す
。

●
業
者
な
ど
第
三
者
か
ら
請
求
す

る
場
合　

前
記
本
人
確
認
と
委
任

状
、
ま
た
は
請
求
理
由
の
分
か
る

も
の（
契
約
書
、
債
権
確
認
で
き

る
も
の
な
ど
）

※
請
求
す
る
住
民
票
の
内
容
に
よ

っ
て
は
、
委
任
者
の
身
分
証
明

書
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
市
民
課

問
い
合
わ
せ
▼
子
ど
も
課

本
人
確
認
を
徹
底
し
ま
す

該
当
す
る
人
は
５
月
中
に
申
請
を

児
童
手
当
の
手
続
き
の
ご
案
内



の
人
で
す
。

●
種
類　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合

●
そ
の
他　

通
知
前
に
接
種
を
希

望
す
る
人
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

■
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
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●
内
容　

乳
児
の
体
重
測
定
、
成

長
・
発
達
の
確
認
、
子
育
て
に
関

す
る
悩
み
や
心
配
事
の
相
談

●
対
象　

５
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
乳
児

●
そ
の
他　

出
生
届
を
出
し
た
人

に
は
個
別
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、

訪
問
す
る
際
に
は
事
前
に
電
話
で

連
絡
し
ま
す
。

■
親
子
栄
養
ス
ク
ー
ル

●
と
き　

６
月
２
日�
午
前
９
時

　

分
〜
午
後
１
時（
受
け
付
け
は
、

３０午
前
９
時　

分
〜
９
時　

分
）

１５

３０

●
と
こ
ろ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

体
を
使
っ
て
食
を
学
習
。

親
子
で
調
理
実
習　

献
立
▼
三
色

お
に
ぎ
り
、
き
の
こ
の
み
そ
汁
、

ほ
う
れ
ん
草
の
ご
ま
和
え
、
か
つ

お
の
香
味
焼
き

●
対
象　

３
歳
児
健
診
済
み
で
就

学
前
の
子
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　
　

組
程
度（
先
着
順
）

１２

●
受
講
料　

１
人　

円（
親
子
で

４００

　

円
）

８００●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
調
理
室
で

使
用
す
る
子
ど
も
の
上
履
き

●
申
し
込
み　

５
月
７
日�
〜　
２６

日�
（�
�
を
除
く
）午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時　

分
に
市
保
健
セ

１５

ン
タ
ー
へ

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ

●
と
き　

６
月　

日�
午
前
９
時

１１

　

分
〜
午
後
１
時（
受
け
付
け
は
、

３０午
前
９
時　

分
〜
９
時　

分
）

１５

３０

●
と
こ
ろ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
、
貧
血
予
防
食
を
学
ぶ
講

義
と
調
理
実
習　

献
立
▼
雑
穀
ご

は
ん
、
な
ま
り
節
と
小
松
菜
の
ご

ま
･ 
葱 
風
味
、
枝
豆
と
ひ
じ
き
の

ね
ぎ

サ
ラ
ダ
風
、
切
干
大
根
と 
木 き 
耳 
の

く
ら
げ

 
炒 
り 
和 
え
、
黒
豆
茶
、
き
な
粉
豆

い 

あ

●
対
象　

妊
婦（
出
生
予
定
月
８

月
〜　

月
）

１２

※
パ
パ
の
参
加
も
可
。

●
定
員　
　

人（
先
着
順
）

２４

●
受
講
料　
　

円
４００

●
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
ま
た
は
か
っ
ぽ
う
着
、
手

ふ
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
み
そ

汁　
　
（
塩
分
濃
度
測
定
希
望
者

１００
ｃｃ

の
み
）

●
申
し
込
み　

５
月
７
日�
〜
６

月
４
日�
（�
�
を
除
く
）午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時　

分
に
市
保

３０

１５

健
セ
ン
タ
ー
へ

■
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
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●
対
象
�

①
中
学
１
年
生　

②
高

校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人

※
①
に
は
６
月
、
②
に
は
５
月
に

個
別
通
知
し
ま
す
。

●
と
き　

平
成　

年
４
月
か
ら
５

２０

年
間

※
平
成　

年
度
は
、
①
平
成
７
年

２０

４
月
２
日
〜
翌
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人
、
②
平
成
２
年
４
月

２
日
〜
翌
年
４
月
１
日
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ
▼

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（�
〈　

〉１
１
３
３
）

７６

キロロも�
応援しています！�
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■
市
の
行
政
相
談（
５
月
）

●
と
き　

５
月　

日�
午
前
９
時

２０

〜
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　

市
役
所
北
庁
舎
１
階

相
談
室

●
行
政
相
談
員　
　
　
〈
敬
称
略
〉

大
見 
智  
子 （
新
明
町
／�
〈　

〉３

と
も 
こ

７６

３
２
２
）
、�
見 
加
代
子 （
今
本

か　

よ　

こ

町
／�
〈　

〉０
８
０
１
）、 黒 くろ 
柳 

や
な
ぎ 
一 かず

９８

 
明 （
小
川
町
／�
〈　

〉１
４
８
８
）

あ
き

９９

■
常
設
相
談
窓
口

●
中
部
管
区
行
政
評
価
局
首
席
行

政
相
談
官
室
／�
　
〈　

〉７
４
１

０５２
９７２

６
／�
　
〈　

〉７
４
１
９
／
ホ
ー

０５２
９７２

ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.s
o
u
m

u
.g
o
.jp
/ka
n
ku
/c
h
u
b
u
.h
tm

l

／
メ
ー
ル（
行
政
苦
情　

番
）

１１０

110c
yb
3
2
＠
s
o
u
m
u
.g
o
.jp

●
行
政
苦
情　

番
／�
０
５
７
０

１１０

〈　

〉　
０９０
１１０

●
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所
／�

　
〈　

〉４
５
２
２

０５２
９６１
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市
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

春
の
行
政
相
談

週
間

朝夫が行く⑤�
ゆ�

ご
み
授
業

　

２
月
、
南
部
小
と
梨
の
里
小
の

４
年
生
に「
ご
み
授
業
」を
し
ま
し

た
。
１
時
間
目
は「
安
城
ご
み
ク

イ
ズ
」と
ス
ラ
イ
ド
で
ご
み
の
現

状
に
つ
い
て
学
び
、
２
時
間
目
は

ご
み
の
実
物
を
使
っ
て
の「
分
別

ゲ
ー
ム
」で
す
。
み
ん
な
真
剣
に

取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
う
れ
し
い「
感
想
文
」が
届
き

ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

【
南
部
小
】

�
今
は
も
う
ゴ
ミ
博
士
に
な
っ
た

気
分
で
す
。（
木
之
下
友
紀
さ
ん
）

�
う
め
た
て
場
は
あ
と　

年
く
ら

２５

い
し
か
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
を

し
ん
け
ん
に
き
い
て
、
�
未
来
の
安

城
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
ろ

う�
と
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
羽
床
美
祈
さ
ん
）

�
ぼ
く
は「
や
ば
い
」と
感
じ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
（
伊
吹
響
く
ん
）

�
お
か
し
の
袋
と
か
も
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
い
う
の
を
し
っ
て
い
る

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
え
る
ご

み
袋
に
い
れ
て
い
る
時
も
あ
っ
た

け
ど
、
今
で
は
ち
ゃ
ん
と
分
べ
つ

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
是
枝
日
奈
子
さ
ん
）

�
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
ま
た

新
し
く
な
る
の
で
、
私
は
す
ご
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
石
川
法
子
さ
ん
）

�
家
の
人
に
言
っ
て
み
た
ら「
ふ

ー
ん
。
ぶ
ん
べ
つ
ね
ー
。
や
っ
て

み
る
か
。」と
言
う
反
応
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。　
　
（
田
坂
陸
く
ん
）

�
庭
の
土
を
ほ
っ
て
中
に
生
ご
み

を
入
れ
て
、
自
然
に
土
に
変
わ
っ

て
生
ご
み
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。　
　
（
小
野
内
か
な
み
さ
ん
）

�
か
ん
そ
う
生
ご
み
が
野
菜
と
こ

う
か
ん
で
き
る
な
ん
て
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。　
　
（
南
谷
良
く
ん
）

�
ぼ
く
は
、
ま
だ
使
え
る
物
は
で

き
る
だ
け
使
っ
て
、
ど
う
し
て
も

す
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
だ
け

す
て
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。　
　
　
（
河
合
奏
太
く
ん
）

�
お
母
さ
ん
は「
す
ご
い
ね
ー
、

こ
れ
か
ら
は
ス
ー
パ
ー
の
と
き
と

か
は
エ
コ
バ
ッ
グ
に
し
よ
う
ね
」

と
い
い
ま
し
た
！（
堀
優
菜
さ
ん
）

�
教
え
て
く
れ
た
こ
と
の
ほ
と
ん

ど
が
ぼ
く
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
武
井
将
司
く
ん
）

【
梨
の
里
小
】

�
ご
み
を　

％
へ
ら
そ
う
と
し
て

２０

い
る
の
を
は
じ
め
て
し
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
森
み
つ
き
く
ん
）

�
　

％
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

３０

　
　
　
　
　
（
荒
木
ち
か
と
く
ん
）

�
ぼ
く
は
前
ま
で
め
ん
ど
く
さ
か

っ
た
け
ど
、
や
っ
た
あ
と
は
安
城

の
か
ん
き
ょ
う
の
た
め
な
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
智
也
く
ん
）

�
紙
は
も
え
る
ご
み
に
せ
ず
、
資

源
回
し
ゅ
う
に
出
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。
で
も
、
も
え
る
ご
み
で
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
紙
が
あ
る

な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
下
川
茜
さ
ん
）

�
な
ぜ
伝
票
が「
も
え
る
ゴ
ミ
」な

の
か
も
し
っ
か
り
聞
い
て
わ
か
り

ま
し
た
。「
カ
ー
ボ
ン
紙
」が
つ
い

て
い
る
か
ら
い
け
な
い
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
岡
本
尚
子
さ
ん
）

�
き
ち
ん
と
し
た
と
こ
ろ
に
ご
み

を
出
さ
な
け
れ
ば
、
回
し
ゅ
う
の

人
た
ち
が
こ
ま
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。　
　
　
（
久
世
敏
之
く
ん
）

�
今
日
の
授
業
は
自
分
の
未
来
に

な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
莉
紗
さ
ん
）

�
「
リ
フ
ュ
ー
ズ
」「
リ
デ
ュ
ー
ス
」

「
リ
ユ
ー
ス
」「
リ
サ
イ
ク
ル
」は
一

生
わ
す
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
（
野
邊
綾
花
さ
ん
）

�
で
き
れ
ば
お
と
な
ま
で
ず
っ
と

エ
コ
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
野�
大
平
く
ん
）

�
私
は
私
な
り
に
、
広
告
の
う
ら

や
テ
ス
ト
の
う
ら
な
ど
で
お
え
か

き
を
し
た
り
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
む

だ
使
い
し
な
い
の
に
、
ご
み
は
へ

る
ど
こ
ろ
か
ふ
え
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
少
し
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

な
ぜ
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
の
い
る

中
で
ゴ
ミ
が
ふ
え
る
の
か
な
。

　
　
　
　
　
　
（
河
添
美
里
さ
ん
）

�
地
球
温
だ
ん
化
と
ご
み
、
こ
の

二
つ
の
問
題
、
ち
が
う
よ
う
で
に

て
い
ま
す
。
物
を
大
切
に
使
え
ば
、

両
方
の
問
題
も
か
い
け
つ
で
き
ま

す
。
ぼ
く
は
こ
れ
か
ら
、
こ
の
二

つ
の
問
題
を
か
い
け
つ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。（
山
口
い
ず
み
く
ん
）

　

未
来
の
安
城
市
へ
の「
希
望
」と

「
責
任
」を
感
じ
た「
ご
み
授
業
」で

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
）

　

副
市
長（
環
境
政
策
担
当
）

山
田　

朝
夫
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●
と
き　

６
月
７
日�
午
前

８
時
〜
午
後
５
時
予
定

※
植
樹
祭
は
午
前　

時
。

１０

●
と
こ
ろ　

長
野
県
根
羽
村
・

ネ
バ
ー
ラ
ン
ド

●
内
容　

根
羽
村
植
樹
祭
に

参
加（
往
復
、
市
の
大
型
バ

ス
を
利
用
）

●
対
象　

小
学
生
以
上（
小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

２
人
１
組
、　

組
２０

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。

●
そ
の
他　

昼
食
な
ど
は
ご

持
参
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み　

５
月
７
日�

〜　

日�
ま
で（�
�
を
除

１５
く
）の
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時　

分
に
電
話
で
財
政

１５

課
へ


